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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、１）小児期、思春期、青年期の性別違和を持つ当事者の性的自己の
成長軌跡を検討すること、それと並行し、２）小児期、思春期、青年期の母集団のさまざまな性の諸側面の分散
について基礎データを蓄積すること、3)それらを踏まえ、臨床的応用、特にどのような環境が整えられるべきか
について検討することを目的とした。１）のデータを取る中で学校環境の重要性が見いだされたため、３）の実
証を行い、その結果が学会発表および学術誌ヘの掲載として結実した。また多様な性の子どもを取り巻く環境に
関する情報サイト作成などアウトリーチ活動も行った。

研究成果の概要（英文）：The purposes of this study were 1) to examine the developmental trajectory 
of gender/sexual self-image in children and adolescents with gender dysphoria, 2) to accumulate data
 on diversity in various aspects of gender/sexual self-image in general population, 3) and to 
elucidate factors that should be considered in designing supporting systems for the individuals in 
needs in clinical, educational, familial and other settings. Finding the significance of school 
climate for transgender kids, it was conducted to do empirical experiment, then published paper and 
made a presentation for the academic communities. Furthermore, we did outreach for adults (the 
environment surrounding gender variant children and adolescents) via our website information.

研究分野：臨床心理学

キーワード： ジェンダー・アイデンティティ　性同一性　性別違和　性的指向　セクシュアリティ　性同一性障害　
同性愛嫌悪　トランスジェンダー嫌悪

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の特色と独創性としては、これまで成人したトランスジェンダーの当事者に子ども時代を回想してもらっ
た心理学研究はあったものの、子ども自身に協力を募った研究は、本邦初であるという点である。また、多様な
性的ありようの中に病理をみいだすのではなく“成長”という観点からアプローチを試みている点が特徴的であ
る。さらに、得た知見を積極的に関連の専門家や当事者を取り巻く環境にフィードバックをするよう努め、具体
的な環境整備やサポート体制の構築に役立てようとしている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

LGBT（Lesbian, Gay, Bisexual, Transgender）という言葉が人口に膾炙するようにはなって
きたものの、その心理発達や支援に関する実証データ、特に量的な調査については、日本には数
えるほどしかなく、医療や教育の関係者も当事者の家族等周囲の人たちも、手探りの状態で関わ
りを模索している状態である。 
これまで、申請者の手掛けてきた研究のトランスジェンダー協力者は成人以降であり、これら
知見が小児、思春期、青年期の性別違和を持つ当事者にも汎用性があるとは言いがたかった。な
ぜならば小児の性別違和が青年・成人期に至っても持続する率は低く（Green,1987; Drummond 
et al., 2008; Singh et.al., 2012; Steensma et al., 2013; Wallien & Cohen-Kettenis, 2008; Zucker 
& Bradley, 1995）、思春期・青年期については、アイデンティティ探求の只中の発達段階にあり、
そもそも母集団データにおいても、自己の性別の非受容が見られることがあるからである（斉藤，
1998；東京都，1996）。したがって、ジェンダー・アイデンティティをはじめとした性的な自己
形成を理解するためには、＜発達＞という観点を織り込んだ包括的把握をする必要があると考
えられる。さらに、成人のトランスジェンダーのデータによって実証されていた、ジェンダー・
アイデンティティに影響を及ぼす「周囲の環境」についても検討が必要である。 
 
２．研究の目的 
１）性別違和を持つ子どもを対象とし、性的自己の諸相に関する継時的変化を追い成長軌跡モ
デルの構築を行う。２）6歳児～青年期までの母集団から協力を得て、性的諸側面の基礎データ
を収集する。３）それらを踏まえ、臨床的応用、特にどのような環境が整えられるべきかについ
て検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
１）性別違和をもつ子どもの成長軌跡モデルの構築については、性別違和を持つ子ども本人及
びその保護者に協力を依頼する。データ収集方法はインタビューと心理検査、独自開発した質問
紙等である。２）母集団の基礎データ収集に関しては、幼稚園から大学までの各学年の幼児・児
童・生徒・学生に学校単位で依頼し、幼稚園生と小学生については、一対一でのンタビューと心
理検査、独自開発した質問紙等を、中学生以上については質問紙を実施した。３）多様な性を取
り巻く環境の検討に関しては、多様な性の可視化と当然視が醸成される子どもの環境を形成し
ようとする学校に対し、性の多様性に関する授業前・中・後の質問紙測定を実施した。授業の効
果を見るために、こうした環境をとくには意識していない学校を対象群として設けた。 
 
４．研究成果 
本研究は、１）性別違和を持つ子どもを対象とし、性的自己の諸相に関する継時的変化を追い
成長軌跡モデルの構築を行い、２）6歳児～青年期までの母集団から協力を得て、性的諸側面の
基礎データを収集し、３）それらを踏まえ、臨床的応用、特にどのような環境が整えられるべき
かについて検討することを目的としたものであった。 
１）については、5歳児からの数ケースについては経時的変化を追えているものの、統計的検
定に耐えられる協力者数ではないため、国内シンポジウムや国際学会などで、ケースの詳細につ
いて発表し専門家との議論を深めるにとどまった。具体的には、第 113 回日本精神神経学会学術
総会での委員会シンポジウムや第 42 回自殺予防学会でのシンポジウムにおいて口頭発表をした。
また、インドのチェンナイで開催された 15th Asia-Oceania Conference for Sexology におい
て“A case of early gender transition in Japan”と題したケース報告を口頭発表した。な
お、GID（性同一性障害）学会では毎年、シンポジストとして登壇し、「心理発達課題からみた青
年期と成人期」、「性別違和をもつ児童生徒の通学する学校との連携」、「評価尺度から見た Xジェ
ンダー」、「ジェンダー・スペクトラムを意識した心理的サポート」と題した口頭発表を行ってい
る。学術商業誌においては、金剛出版の「精神療法」に「性別違和を持つ子どもの心理的支援」
を、金原出版の「小児科」に「小児の性別違和と性同一性障害：総論」とした総説論文を、医学
の世界社の「ホルモンと臨床」に「性別違和をもつ子どもと周囲への心理教育」を、へるす出版
の「小児看護」に「子どもの性的欲求と性同一性の発達」を、新興医学出版社の「モダンフィジ
シャン」に「ジェンダー・アイデンティティ（性同一性）をサポートするとは」を、診断と治療
社の「小児科診療」に「子どもの性別違和：ジェンダー・スペクトラムの概念を小児科医へ」を、
「小児保健研究」に「性的マイノリティの子どもたちの心を考える - 臨床心理士の立場から -」
をそれぞれ執筆し、掲載された。本研究はいったん完了とはなったが、軌跡を追うためにも、統
計的検定に足りうる協力者数を確保するためにも、今後も引き続き協力者を募っていく。 
２）については、母集団データのため、１）と重ね合わせて今後学会発表、論文化を予定して
いる。 
３）の実証を行った。その結果は、The 31st International Congress of Psychology での発
表および国内学術誌（教育心理学研究）ヘの掲載として結実した。学術商業誌においては、ぎょ
うせいの「法律のひろば」に「『性の多様性』教育の方向性 －人権の視点から－」を、学校教
職員が購読者である明治図書の「道徳教育」に、「『正しさ』に絡め取られないために（授業で
LGBTs を扱う際の配慮事項）」を依頼され掲載されている。書籍としては金子書房の「児童心理



学の進歩 2018 年版」において、「特別論文Ⅰ 学校教育における「性の多様性」――中学校・高
等学校を中心に）」を執筆し、掲載された。 
ま た 多 様 な 性 の 子 ど も を 取 り 巻 く 環 境 に 関 す る 情 報 サ イ ト
（https://245family.jimdofree.com/）を当事者である子どもの周囲（大人）への啓発を目的と
して作成し、アウトリーチ活動も行った。このような信頼性のある情報サイト運営を行うことで、
今後のさらなる研究協力とその結果の還元といった循環を目指していく。 
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